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〈注意事項〉  

・就労証明書は事業所の担当の方が記入してください。（自営業を除く） 保護者記入欄以外を自筆された場合や 
事業所の方以外が訂正、加筆された場合は書類不備となり、受付いたしません。 

・紙で記入する場合はボールペンで記入してください。（摩擦で消えるペンは使用しないでください。）  
・記入した内容を修正する場合は、間違えた箇所に二重線を引いてください。訂正印は不要です。 

  修正液、修正テープは使わないようにしてください。 
・内容に疑義が生じた場合、事業所に確認することがあります。  
・勤務内容に変更があった場合、届出が必要となりますので、速やかに変更手続きを行ってください。 

 
 
○雇用期間について「□無期」か「□有期」にチェック（レ点記入）してください。  
〇雇用期間について「□無期」の場合は雇用開始日のみを、「□有期」の場合はその期間を記載してください。  
 
○就労の合計時間（月間）、月間就労日数について記載してください。  
 ※雇用契約に基づく就労時間（休憩時間を含む）を記載してください。  
 ※週当たりの就労時間が定められている場合、４（週）を乗じた時間を記載してください。  
  
 
○就労時間帯は、「24 時間表記」で記載してください。  
 ※夜間勤務など日をまたぐ場合には、０時～29 時の幅（例えば 22 時から翌朝 3 時まで就労する場合は 

「22 時 00 分～27 時 00 分」）で記載してください。  
○残業時間や通勤時間等については、⑱備考欄に記載してください。 
 
〇日々の就労時間が定まっていない方はこちらに記載してください。  
○就労の合計時間（月間）、月間就労日数について記載してください。  
 ※最も可能性の高い時間帯を記載してください。  
 
○直近３か月の１か月当たりの就労日数、就労時間数について記載してください。  

なお、育児休業等により直近３ヶ月において１月分の就労実績がない場合は、育児休業等取得前の（産休・育休等 
取得月を除いた）就労実績を記載してください。新規採用等で就労実績がない場合は今後の就労見込みを記載して 
ください。  

 ※有給休暇の取得日は就労日数に含めてください。  
 ※残業時間、休憩時間は就労時間数に含めてください。  
 ※育児短時間勤務制度等を利用している場合は、それらの制度利用の上での勤務実績（実際に当該月に勤務した 

実績）を記載してください。  
 
 
〇出退勤時間の特例（15 分前に出勤していなければならない等）等、記載時間帯を超えて拘束時間が生じている 

場合はこの欄に記載してください。  
〇残業時間や通勤時間（自宅から勤務地まで）等については、この欄に記載してください。  
〇休業の取得等について追加記載があればこの欄に記載してください。  
〇その他特記事項があれば、この欄に記載してください。  

 

 

 

 

 

 


